
Ƃ懇談会メモƃ 

   分野ӸᲴ人間と文化    

担当ಅᲴ文学Ⅰ     ʟݖ Ϊ史 

 
 
 ẖ年、⌮ᕤの学生がどれくらいཷ講するか、㛵ᚰをもっているが、ṧᛕながら少ない。

⌮ᕤの学生でも⯆をᣢってくれるようなྂᩥ学の授業ができればと考えている。 
᐀トは᪥ᮏのྂ௦ᩥ学㸦ྂグの現௦語ヂ㸧であるが、ᩥ学にとどまらず、Ṕྐやࢫキࢸ

教、Ẹなどもྲྀりධれて講義している。 
 講義でẼをつけているのは話し᪉である。㔜せな࣏ントはࡺっくり話したり、㸰㹼㸱

ᅇ⧞り㏉したりする。それをきࢇࡕとࣀートに書き␃めるようにᣦ♧している。ᯈ書はあ

まりしない。見ฟしとなるところや、㞴しい₎Ꮠ⛬ᗘ。 
 ฟᖍㄪᰝについては、ẖᅇฟᖍࢩートをᅇしてࢧンをさせている。ฟᖍ᮲௳は 5 を

㉸えること。ฟᖍ⋡はいいので、⯆をもって⪺いているのだとᛮう。成⦼は、A が㸲ᙉ。

ฟᖍ⋡が㊊りていてヨ㦂をཷけたにもかかࢃらず F となる学生も㸯ᙉいる。㹄となるの

は、ฟᖍ⋡がࡂりࡂりの学生か、ᴟ➃に作ᩥがⱞ手な学生のようである。 
 授業のねらいは、ẚ㍑ⓗ㛗いᩥ学作ရとじっくりつき合っていく⤒㦂をさせること。㧗

ᰯまでは▷⦅かᢒ≀しかㄞࢇできていないので。ྂグを᭱ึからなるべく┬␎せずにㄞ

て、ෆᐜのࡆせて、ᩥ学ⓗなㅖၥ㢟やᩥ学の࿘㎶にあるၥ㢟を㐺ᐅとりあࢃでいく。あࢇ

ྂ。を考えながらㄝ᫂していく。≉にຊをධれているのは、現௦とのẚ㍑であるࢫランࣂ

௦のᏱᐂほ、⮬↛ほ、人㛫ほ、♫会ほ、感ᛶや⨾意㆑は、現௦とかなり㐪う。その㐪いを

学ࡪことで、現௦という௦を┦ᑐす║ຊを㣴ってくれればと㢪っている。 
と⪺いて⌮ゎしていࢇࡕ㎸みྍで論㏙ヨ㦂を⾜う。講義をきࡕートᣢࣀ➹⮬、トはࢫࢸ 

るかどうかをみる。総体ⓗにみて、⌮⣔の学生はᩥ❶にまとめることがⱞ手のようだ。ฟ

ᖍ⋡がⰋいのに書けていない学生はどの学㢮にもいて、そういう学生にᝏい点数をける

ときはたいへࢇᚰⱞしい。ࡂりࡂりのฟᖍ⋡でできていない学生には、ᚰ⨨きなく㹄を

けている。ࢫࢸトでは㛗ᩥを書かせるので、ฟ᮶ฟ᮶ははっきりとศかれる。 
 㸦ᩥ学の授業はいくつかあるが、おたがいに話し合うことはあるのか、というၥいにた

いして㸧 ᩥ学はいくつか㛤講しているが、担当者によってෆᐜ、ࢸー࣐が᫂らかに␗な

っていて、㔜」する部ศもないので、いに┦談することは≉にない。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

   分野ӸᲴ人間と文化   

担当ಅᲴ心理学Ⅰ03   高 理औ子   

 
 
 1 年生をᑐ㇟にᚰ⌮学のᇶ♏を教える授業ではあるが、一⯡ⓗな教科書のෆᐜにἢって教

えるのではなく、ࠕこころとからだࠖというࢸー࣐をタᐃし、そのࢸー࣐について学ࡪ୰で

ᚰ⌮学のᇶ♏ⓗ▱㆑もఏえていくという᪉ἲをとった。 
 年の教育学会に参加してၨⓎされたことだが、年ᗘはࠕ授業で学ࢇだ▱㆑を、ᚋ

の⮬ศ⮬㌟の生άでά⏝することができるࠖというỈ‽をかかࡆてみた。学生のᛂとし

てはࠕ一ᛂできるࠖとᛮった学生が多いようだった。 
 240 ྡくらいのࢡラࢫではあるが、講義ࣝࢱࢫを、少しでも参加ࣝࢱࢫにできないか

とᕤኵしてみた。L Ჷではあるが、授業୰にᚰ⌮学実㦂を実してみた。2 人一⤌になり、

でに㸪ゎ⟅までのᛂ㛫を測ࢳࢵ࢜࢘・ࣉࢵトࢫ、ーのᫎീをもとにࢱࢡ࢙ࢪࣟࣉ

る。࣐ーࢩࢡートの‽ഛやᩚ⌮など手㛫はかかるが、学生のホุはよかった。さらにᕤኵ

を㔜ねてᑐ話ᆺの授業をしてみたいが、大講義ᐊでどれほどのことができるだろうか。 
トはࢫࢸ  2 ᅇの小ࢫࢸトを実した。ࢹーࢱをどうㄞむか、どういう意があるか、と

いったၥ㢟。大教ᐊであるため、となりの人のゎ⟅が目にධり᫆いことから、㸲✀㢮のၥ

㢟⏝⣬を‽ഛ、となり前ᚋの人と㐪うၥ㢟をゎくようにした。講義をきいていた人が、よ

い成⦼をとるようにタၥした。1 ᅇ目のࢫࢸトの結果は学生にࣇーࢡࢵࣂࢻし、ṇ⟅⋡が

ᝏかったၥ㢟については授業୰にゎㄝをしたᚋ㸪ᗘ目のࢫࢸトにも㸪もう一ᗘྠじၥ㢟

がྵまれるようにした。 
 ฟᖍをࣂーࢥーࢻ・リーࢲーのようなものでとれないものか。それと LIVE CAMPUS
を結ࢇで、ฟᖍしたࡦとが LIVE CAMPUS ୖに意見を書き㎸み、それに担当者がᅇ⟅を

書き㎸む、という⤌みができたらいいとᛮう。 
 㸦ᚰ⌮学はいくつか㛤講されているが、担当者ྠኈで、話し合うことはあるのか、とい

うၥいにたいして㸧 話し合うことはない。ᚰ⌮学Ϩはᇶ♏ⓗᚰ⌮学であり、ᚰ⌮学ϩは

⮫ᗋⓗᚰ⌮学、というࡕがいはある。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

   分野ӸᲴ社会と歴史    

担当ಅᲴ地理学Ⅰ   Ӵ 健治   

 
 
 ᐃしていた学生は、㧗ᰯでᆅ⌮をཷけたことがあり、ᆅ⌮はᬯグ科目だとᛮっていた

学生。ᆅ⌮学はそれとはࡕがうよ、ということを♧すために、はじめに㧗ᰯのᆅ⌮の教科

書をとりあࡆ、をࡕがうゅᗘから見てみる、ということをする。授業のねらいは、✵

㛫ⓗど点の大切さにẼ࡙いてもらうことだ。 
 授業は࣡ࣃー࣏ントを⏝。㈨ᩱは WEB ୖに掲載、学生は⮬ศで࢘ࢲンࣟーࢻして‽

ഛ、これは授業のண⩦となるかと期ᚅしてはいたが、それは少し↓⌮。㈨ᩱには、チྍを

ᚓて掲載した教科書からの┿や、じࢇࡪでᙳした┿など、とにかくいろいろなᬒⰍ

を‶載してある。学生は⮬ศの実ᐙや⚟大௨እのᚰ㇟㢼ᬒをもっていない。さまࡊまなᬒ

Ⰽにふれさせたい。 
 100 ྡくらいのฟᖍで、⯆ある、なし、がかなりはっきりとศかれる。1 くらいが A
ホ౯、人㛫学㢮が多い、⌮ᕤの学生はᩥ❶が書けない、という感じがする。 
 小ࢫࢸトをランࢲムに 3 ᅇ、㸰ᅇ௨ୖཷけること、といってある。࣏ࣞートは手書きで

10 ᯛ、4000 Ꮠ。ⓑᆅᅗにศᕸをグධ、ㄝ᫂、そしてそのศᕸのཎᅉを書く。ࢫࢸトは論㏙。

小ࢫࢸトとྠじၥ㢟を 2 ၥふくむ。4 つくらいのトࢡࢵࣆのうࡦࡕとつを選択、ෆᐜをまと

める。ᴫᛕ、⌮論のㄝ᫂、といったෆᐜ。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

   分野ӸᲴ自然と技術    

担当ಅᲴ数学Ⅱ   中川 和   

 
 
 年ᗘ現⫋に着௵したので数学 II 担当はึめてとなる㸬 
 講義のなෆᐜは㧗ᰯまでの数学で⮬↛とᑟධされているᴫᛕを☜ㄆすることである㸬

講義での目ᶆは㸪㧗ᰯでึめてᑟධされるࠗᴟ㝈࠘をキー࣡ーࢻにᤣえて㸪とくに実数を

はじめとする数のᴫᛕについての⌮ゎをᅗることにタᐃした㸬 
 ฟᖍ≧ἣは㸪Ⓩ㘓者 140 ྡᙉにᑐしてᴫねྛᅇ 100 ྡ前ᚋのฟᖍがあった㸬ฟᖍ≧ἣは

月᭙㸯㝈であること㸪Ꮨの㝆㞷による㐜れを考៖すると㸶ほどの 120 ྡᙅが᭱ᚋまで

ᒚಟしていたことがఛえた㸦懇談会ᚋに⾜ったฟᖍ☜ㄆの集ィによる㸧㸬 
 講義ではᴫᛕのᑟධからጞめたためはじめの数ᅇでやめてしまった学生も見ཷけられる

㸦ฟᖍືྥからこれらの学生の大༙は㸰年ḟ௨㝆であった㸧㸬これは㸪⡆༢なことでも᪂し

いᴫᛕをཷけධれることにᢠがあるためとᛮࢃれ㸪また㸪ල体ⓗなၥ㢟・ィ⟬にᑐして

は㸪うまくゎけない学生がᩓ見された㸬 
 年ᗘは㸪はじめにᇶ♏ⓗなᴫᛕのᑟධに焦点をあてて講義の⤌❧てをしたが、ḟ年ᗘ

௨㝆は㸪ල体ⓗなၥ㢟から焦点を当てるという講義の⤌み❧ては一つの᪉ἲと考えられる㸬

あࢃせて㸪切りཱྀのኚ᭦㸪ࢵࢽ࣑ト・࣌ーࣃーを⏝した⩦⇍ᗘの⦓ᐦなㄪᰝ㸪TA をά⏝

した⩦⇍ᗘのྥୖをᅗるᚲせがある㸬 
ートを作࣏ート➼の作成においては㸪ᩥ⣔をはじめ⌮ᕤ⣔の学生をྵめて数学の࣏ࣞࣞ 

成するのがึめてなのか㸪ᵓ成がㄞむ人を考៖していない࣏ࣞートが多く見ཷけられた㸬

また㸪講義においては手ᖒࢬࢧのࣀートしか⏝意していない学生がおり㸪ᯈ書をᇶᮏと

する講義では考えてほしものである㸬 
 また㸪㧗➼学ᰯにおけるᣦᑟせ㡿ᨵゞから☜⋡・⤫ィに㛵するෆᐜがቑ加したこと㸪

話㢟にୖがっているࢹ・ࢢࢵࣅーࢱの話㢟のᑟධに㛵しては㸪㛫ⓗไ⣙㸪ྛ学㢮にお

ける⤫ィ学㸪報学とのఫみศけから୰ᚰⓗにᢅうものではないとゝえる㸬 
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Ƃ懇談会メモƃ 

   分野ӸᲴ自然と技術    

担当ಅᲴǨȍȫǮーの科学   生田 Ҧݩ   

 
 
 5 ྡの担当者で、ẖ年、௦で担当している。共通教育なので、ᩥ⣔、⌮⣔、どࡕらの学

生にも⌮ゎできるようにこころがけている。 
 ただし⌮ゎしてもらっているかどうかは、ࢃからない。ࢫࢸトの結果によれば、ᩥ⣔の

学生にとっては、ィ⟬ၥ㢟はむつかしいようだ。㧗ᰯの授業のෆᐜをもとに㢟をだした

り、࣏ࣞートのㄢ㢟をᣦ♧したりしている。またࢩラࢫࣂに、㧗ᰯで学ࢇだࠕとࢿ࢚

ーࢠࣝ ᛂ⇕と⇕科学᪉⛬ᘧࠖの⩦をしておくこと、と書いてあるが、㧗ᰯでそもそࠕࠖ

も≀⌮をとっていない学生がいる。 
 数ᘧなどは、ẚ㔜としては୕ศの一くらいの㔜せᛶ。㯮ᯈに書いたとおりの数ᘧなら⌮

ゎできるが、少しኚえるともう⌮ゎできないようだ。しかし授業のᛶ㉁ୖ、ᇶᮏⓗなィ⟬

ははずせない。また学のᇶᮏᴫᛕなどもᚲせではあるが、学生は▱らない。 
 㸦ࢠࣝࢿ࢚ーはいま♫会の୰ᚰⓗなၥ㢟になっているのではないか、というၥいにたい

しては㸧 ࢠࣝࢿ࢚ーについては、現在、㛵ᚰがたかまっていて、⮬↛ࢠࣝࢿ࢚ーやその

㈙いྲྀりไᗘについて話すこともあるが、♫会≧ἣのኚが᪩い。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

   分野ӸᲴ自然と技術    

担当ಅᲴ生ԡの科学    山 ኝ正ݱ   02

 
 
生科学を⮬ศ⮬㌟もྵめた㌟㏆な現㇟として考えてもらうため、㣗≀やそれらのᩱ⌮

ἲ、ᯫ✵のື≀や㉸ᖖ現㇟など、ぶしみやすい話㢟をᑟධとして、生現㇟に㛵㐃する≀

㉁や⬻のാきについての講義を⾜った。㌟㏆な現㇟を話㢟にすることによって、学生はあ

る⛬ᗘ⯆をᣢって授業に⮫ࢇでいたとᛮࢃれる。ただし、ࠕ㌟のᅇりのさまࡊまな現㇟を、

⬻科学のゝⴥによってきࢇࡕとㄝ᫂できるようになるࠖことを目ᣦしたが、学生の⌮ゎが

そこまで㐩していたかはၥである。 
ᇶᮏⓗなᖖ㆑ၥ㢟や授業の⩦ၥ㢟をゎ⟅させたが、⌮ᕤの学生のṇ⟅⋡が学㢮の学

生よりもపかったのが意እであった。 
講義では多くのᅗを㓄ᕸし、講義㈨ᩱは Live Campus でබ⾲した。学生にはዲホであっ

たが、㓄ᕸする㈨ᩱが多いと学生はࣀートをྲྀらなくなる。 
ฟᖍ者はいつも 250 ྡ前ᚋであったが、᭱終ヨ㦂は 300 ྡほどがཷけていた。授業にฟ

なくてもヨ㦂さえ通ればఱとかなるという学生のㄆ㆑はᨵめさせるᚲせがある。 
 ㏵୰で一ᅇ、࣏ࣞートをᥦฟさせた。ヨ㦂の点数とは┦㛵せず、⯆ある࣏ࣞートを書

いてくる学生も見ཷけられた。もう少し࣏ࣞートを書いてもらってもいいかもしれないが、

ㄞむのが大ኚではある。ḟᅇ担当するときも、㌟㏆な現㇟を㢟ᮦとして、生現㇟に⯆・

ぶしみをᣢࡕながら、生のᮏ㉁を⌮ゎさせるような授業を⾜いたい。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

   分野ӸᲴ総合科目    

担当ಅᲴȗȭȕェȃシȧȊȫ論   丸山 和昭   

 
 
 この科目を担当して 3 年目になる。はじめのணとしては、⤒῭学㢮の学生が多いかと

ᛮったが、そうでもない。㸲学㢮の学生がཷ講する。 
 この授業では、学生になにか、やってもらうということをねらいとしている。学生たࡕ

は、学㢮をこえてࣝࢢーࣉを作る。⮬ᕫ学⩦の㈨ᩱとしては、LIVE CAMPUS にࠕなる

には㹀㹍㹍㹉㹑ࠖࢩリーࢬなどを掲載。前に⮬ᕫ学⩦ㄢ㢟をㄢし、ㄪべてきたෆᐜなど

にᇶ࡙いて、授業୰のࣝࢢー࣡ࣉーࢡをおこなう。 
 NHK の␒⤌ࠖࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇࣟࣉࠕの DVD も⏝。⫋業について⌮ゎを῝めることが

学⩦と㔜なる部ศもあࣝࢹの一部となっているため、キࣕリアᙧ成論・キࣕリアモ࣐ーࢸ

る。 
 学生の࣡ーࢩࢡートにẖᅇ目を通す。いいものを学生に⤂。࣡ ーࢩࢡートと࣏ࣞート、

での参加でホ౯。点数がどうしても⏑くなってしまうので、どのように㉁ࢡー࣡ࣉーࣝࢢ

のホ౯を⾜うのかがㄢ㢟であると考えている。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

   分野ӸᲴ総合科目    

担当ಅᲴᄘのɭမ   Ϊဏ   

 
 
 15 ᅇのうࡕ 6 ᅇはࣟࣉ㸦᪥ᮏᲦ㝔Ღኈẁ㸧の᪉が担当、ࢸキࢫトは大学生ྥけのもの

がすでにあるので、それを⏝。のこり 9 ᅇを㣤ᓥが担当。学生はཷ講ไ㝈をして、39 人

がほࡰすべてはじめての人、6 人がୖ⣭者でア࣐の㧗ẁ者もྵみ、この 6 人がはじめての人

の㠃ಽを少し見る。5 ᅇ௨ୖのḞᖍは合᱁。 
 ඛをㄞむຊをやしなう、というのが、この授業のねらいになるか。キࣕリア・ࢨࢹン

に通じるところがあるかともᛮう。またࣟࣉの話はじつにおもしろい。◻┙のゎㄝではあ

るが、話しに広がりがある。 
 ẖᅇฟᖍしていてもࣝーࣝがのみこめない学生がいて、どうしたらいいか、ᅔった。ま

たᅇはࣝーࣝを⩦ᚓするだけでおࢃったようなẼもするので、ḟᅇは、ࣝーࣝを▱った

ୖで、ᅖ◻がᴦしめるようにできれば、と考えている。 
 㛫୰に学生ྠኈ、ᑐᒁ。ᑐᒁカーࢻを作成。ࡕの⤒㦂がないというのは、いいこと

ではないので、ᑐᡓをᕤኵして、なࢇとかࡕのẼᣢࡕをࢃえるようにしている。また

㈇けの⤒㦂も大でもある。 
 う◻┙をᅇは 6 ㊰┙、9 ㊰┙、19 ㊰┙としたが、あいだにさらに 13 ㊰┙をいれたら

いいかもしれない。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

   分野ӸᲴ総合科目    

担当ಅᲴҾ子щ災害と地域   ฌ水 ̲ʚ   

 
 
 いまの 1 年生は、こࡕらがᛮうほどཎ子ຊ⅏ᐖに㛵ᚰがないのが現実であり、またᨺᑕ

⬟の▱㆑はきࢃめてஈしい。それらを前ᥦにしての授業となる。 
 Ỉ᭙᪥の 2 㝈はࠕᆅ域論ࠖと㔜なり、一部の学生には㒔合だったようだ。またࠕ⅏

ᐖ⯆ᨭ学ࠖという総合科目がูにあるので、年はᮏ講義ではࠕ⯆論ࠖはእした。 
 授業では࣡ࣃー࣏ントをい、┿、ᅗ⾲などࣦࢪュアࣝなものを多⏝した。ࠗ 10 

年ᚋのᏳ全࠘というᫎ⏬も見せた。እ部講ᖌは、ᅇはᅇ数をしࡰって㸰人にとどめ、15
ᅇ全体としてまとまりをつけることを㔜どした。᭱ᚋのᅇに全体のおさらいをして、㸯ࢭ

メࢱࢫーでなにを学ࢇだか、学生が全体としてᢕᥱできるようにした。 
 授業ෆᐜに学生は⯆をもったようだ。ࢫࢸトでは、ことばの意をၥうことからጞま

って、ᅇの⅏ᐖがもつ♫会⌮ⓗなၥ㢟点を論じるところまでฟ㢟した。成⦼はⰋዲ。 
 ᆅ域論とか⅏ᐖ論とか、ᅇの⅏ᐖをᢅった授業がいくつもある。ෆᐜのㄪᩚがᚲせだ

とはᛮࢃないが、COC 業のもとで、全体の目㓄りはしておくほうがいいのではないか。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

   分野ӸᲴ総合科目    

担当ಅᲴݱƞƳ自治˳論   Ҙᓶ न子   

 
 
 これは、はじめは⾜ᨻ学㢮の授業だった、そこに㛤ᨺ科目であったので、の学㢮生も

はいっていた。㟈⅏前、㣤⯓ᮧのᆅ域࡙くりのヨみについて、6 人でまとめてࢸキࢫトにし

た。それをいまでもっているが、㟈⅏ᚋ、少し㛫がたってしまったので、このࢸキࢫ

トとどう折り合うか、ᝎࢇでいる。 
 学生は㣤⯓ᮧのことを▱らない、それを前ᥦに授業をしている。ᅇは㣤⯓ᮧから 2 人、

㇂ሷ、ࢇーカーとしてきていただいたが、学生は⯆をもったようだ。ᒾᓮさࣆࢫトࢫࢤ

さࢇの共ⴭがᒾἼ᪂書にあるので、前にそれをㄞみ、まとめる、そのあとでࢫࢤトࣆࢫ

ーカーの話しをきく、というὶれにした。 
 一⯡ⓗな学生のせồでいえば、࣡ࣃー࣏ントをってほしい、ື⏬をいれてほしい、

ということになる。⣬は人Ẽがない。ウ論についても、したい、という学生もいれば、し

たくない、という学生もいる。 
 ねらいは㐩成されたかというと、どうでしょう。この授業は、はじめは小さな⮬体で

もこࢇなことをしていますよ、という⤂からはじまった。これから授業でなにをめࡊす

のか、たとえばࠕ小さな⮬体をよみがえらせる㸟ࠖといったことになるのか。またࣝࢢ

ーࣉで担当しているが、どうまとまりをつけるか、考えなければならないが、それも授業

でなにを目ࡊすかによるだろう。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

   分野ӸᲴ総合科目    

担当ಅᲴ社会࣬े入門Ⅱ   ˙藤 ܨ之   

 
 
 㟈⅏の前ᚋをẚ㍑してみると、現在、学生の♫会意㆑はᙉくなっているのではないか。

この授業は、ࠕಶ人、♫会、ᅜᐙࠖをල体をとおして考えることをねらいとしている。

年ᗘは、᪂⪺グなどと᪥ᮏᅜ᠇ἲを⣲ᮦとしてとりあࡆた。 
 㠀ᖖおふたりの᪉に 4 ᅇ、講義をしていただいたが、あとはఀ⸨が担当。1 㛫ほど講

義、25 ศほどかけて、ẖᅇ、学生に࣏ࣞートを書いてもらう。いろいろなࢸー࣐をとりあ

論じ᪉としては、実をふまえ、論点を⤌み❧てるようにồめた。70、ࡆ 数ྡくらいをẖ

ᅇ、ㄞむ、数⾜のࢥメントをす。㸯ᅇで㸯㹼㸳のホ౯をグධする。これは㛫がかかる、

㛗いは㸲㛫くらいかかってしまう。そのうࡕのいくつかを࣏ࣞࠕートᩚ⌮ࠖとしてḟ

㐌に学生に㓄る。学生もᛂしてくれた。 
そ、ࡆ༳㇟にṧったことをとりあ、ࡕトは、これまでの授業であつかったことのうࢫࢸ 

の⌮⏤を書いてもらった。㸰㸵年ᗘは㔠ඛ生が担当する。 
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学内ICTツール活⽤
ハ ンド ッブ

2015

ク

作成︓教務課教務情報担当
協⼒︓総合教育研究センター（⾼等教育開発部⾨）

Ｓ

このパンフレットについて
⼤学教育の可能性を⾼める⼿段として、ICT(情報通信技

術)を効果的に活⽤した実践に⼤きな期待が寄せられていま
す。福島⼤学でも、オンライン上での授業資料の共有やWeb
アンケート機能を備えたLiveCampusなど、授業に役⽴つ各
種ICTツールの導⼊を進めてきました。

本冊⼦「いますぐ使える︕ 学内ICTツール活⽤ハンドブッ
ク（2015）」では、福島⼤学において全学で利⽤可能なICT
ツールの概要をまとめたものです。第1章は、LiveCampus
を通じて、授業の資料掲⽰や、レポート提出、⼩テストを
Web上で⾏うための⼿順を紹介しています。第2章では、
Clicker、OHCなど、教員が所属を問わず教務課で借りるこ
とのできるICT機器の内容と使い⽅をまとめました。第3章
では発展編として、反転授業やMOOCなど、⼤学教育におけ
るICT活⽤の最近の動向を扱っております。

また、本冊⼦の発⾏を機に、教務課では上記のようなICT
活⽤に関する相談窓⼝を、教務情報担当に設置いたしました。
LiveCampusをもっと上⼿く活⽤したい、ICT機器を授業に
導⼊してみたい、こんなICT機器を⼤学として導⼊して欲し
い、などの質問・要望を、教務課教務情報窓⼝、もしくは以
下のアドレスにて受け付けております。

なお本冊⼦の内容は、今後、Web上に掲載するとともに、
適宜更新を図っていきたいと考えております。ハンドブック
が、先⽣⽅の授業の効率化や充実に役に⽴つものとなるよう、
継続的に取り組んでまいりたいと思いますので、よろしくお
願い申し上げます。

学内ICTツール活⽤

2015

教務課教務情報担当
Tel︓024-548-4070 Mail︓kyomujoho@adb.fukushima-u.ac.jp

※作成協⼒ 総合教育研究センター（⾼等教育開発部⾨）



第１章－LiveCampus（ライブキャパス）
◎LiveCampus（LC）とは

◎LCで学⽣に連絡を送るには

◎LCで資料を配付するには

◎LCでアンケートをとるには

◎LCで⼩テストを課すには

◎LCでレポートを課すには
第２章－教務課で借りることのできるICT機器

◎教務課での貸し出し機器と利⽤⽅法

◎Clicker（クリッカー）

◎OHC（書画カメラ）

◎その他の貸し出し機器

第３章－ICT活⽤発展編
◎⼤学におけるICT機器活⽤の動向

◎ICTの授業への活⽤例

◎近年のICT事情〜MOOC(ムーク)〜

⽬次
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・・・・8
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・・・・15

・・・・20

・・・・25

・・・・26

・・・・29

・・・・31

・・・・33

・・・・34

・・・・36
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学⽣への連絡・授業資料の配布・アンケート・レポート・
⼩テストを、Web上で⾏うことができるシステムです。
福島⼤学の教員であれば、だれでもご利⽤いただけます。
（福島⼤学の⾮常勤講師の⽅もご利⽤いただけます。）

たとえば、、、
LCの基本機能として、左のよう
に授業の受講学⽣全体に対して
⼀括して連絡を送ることができ
ます。学⽣⾃⾝が連絡を確認し
たか、チェックすることもでき
ます（詳しくは5⾴をご覧くださ
い）。

LCはここがすごい
上記の学⽣への連絡機能の他にも、LCを授業で活⽤することで、

●個別の履修学⽣に対する連絡（詳しくは5⾴）

●授業資料の事前配布・事後配付（詳しくは8⾴）

●個別授業に応じたアンケートの設計と実施（詳しくは11⾴）

●⼩テストの実施と⾃動採点（詳しくは15⾴）

●レポート等の提出物の管理（詳しくは20⾴）

などがWeb上で可能となります。本ハンドブックでは、これらの機
能を利⽤するための基本的な設定⼿順を御紹介いたします。各機能
の使い⽅の詳細や、疑問などがあれば、ぜひ教務課までお問い合わ
せください。 3

IDとPWを⼊⼒して
ログイン

②

③

「教員の⽅はこちら」
をクリック

紫⾊のバナー
をクリック

☆福島⼤学ＨＰ「在学⽣の皆様へ」のページへ①

4



●LCによる授業連絡では、連絡期間（授業連絡をLC上で提
⽰する期間）の設定や、付属参考資料の添付が可能です。

●授業連絡に登録した内容は、連絡対象として指定した学
⽣のみ、LCの画⾯にて閲覧できます。

●また連絡通知⽅法として「メール」を選択すると、 LCに
学⽣が登録しているメールアドレスにも、連絡内容が転送
されます。その際には、教員のメールアドレスに、学⽣か
らの返信を求めることも可能です

※ただし学⽣がLCを通じて教員側に直接質問などの連絡を
送ることはできません。メール配信機能や返信機能の詳細
については、教務課教務情報までお問い合わせください。

LCでは、授業の履修者に対して連絡を⾏うことができます。
履修者全体への連絡だけでなく、個別の履修者にも連絡を
送ることが可能です。必要に応じて、ご利⽤ください。

学⽣の登録メールアドレスに転送も可能

5

① 「連絡通知」をクリック

② ③

④
連絡内容は「備考」欄に

メール連絡の場合は
「メール」にチェック

（返信⽤アドレスを⾃分の
アドレスに設定可能です）

資料を添付できます

連絡期間を
設定してください

「授業連絡を新規作成」
をクリック

連絡通知する科⽬
を選択

6



➄
・授業履修者全体への連絡の場合は「全体に通知する」をチェック
・個別の履修者への連絡の場合は「個別に通知する」をチェック

個別の履修者への連絡の場合は
通知対象者⼀覧から連絡対象をチェック

➅ 最後に上記画⾯の「登録する」をクリックすると
指定した学⽣に授業連絡が送られます

授業連絡の取り消し、修正を⾏う場合は、
連絡通知メニューから該当の授業連絡をクリックしてください

※その他、授業連絡に関わる操作で不明な点等があれば、
教務課教務情報までお問い合わせください。 7

●LCの「授業ダウンロード」機能を⽤いることで、担当す
る科⽬別に参考資料などをLC上にアップロードすることが
できます。

●アップロードされた資料については、履修学⽣であれば、
いつでも⾃由にダウンロードすることができます。

●予習のための授業資料の事前配布や、復習のための授業
資料の事後配付など、幅広い活⽤が可能です。

こんなときは

ファイルをアップロード!!

・履修者が多くて資料配布に時間がかかる︕
・資料の枚数が多くて印刷が⼤変︕
・早めに学⽣に資料を配布して予習させたい︕
・授業後に資料に修正を加えたい︕

8



②

① 「ダウンロード」をクリック

「授業ダウンロード」
をクリック

「ファイルを追加」をクリック

③

④

資料をアップロードする
科⽬を選択

9

➅ 最後に上記画⾯の「登録する」をクリックすると
資料のダウンロードが可能になります

アップロードした資料の変更、削除を⾏う場合は、
ダウンロードメニューから該当の資料をクリックしてください

※その他、授業ダウンロードに関わる操作で不明な点等が
あれば、教務課教務情報までお問い合わせください。

➄
資料の説明や有効期間が

設定できます

「ファイルを選択」を
クリックして

アップロードする
資料を選択してください

複数の対象科⽬に
同じ資料をアップロード

することも可能です

10



●LCでは、簡単なWebアンケートを実施することができま
す。全学同⼀の設問で⾏う授業評価アンケートとは異なり、
個別授業に応じたアンケートの設計が可能です。

●設問は選択式や⾃由記述式など⾃由に組み合わせて作成
することができます。

●また匿名アンケートとするか、実名アンケートとするか
等も選択可能です。

●授業の理解度の把握や、質問の受付など、幅広い利⽤が
考えられます。ぜひ活⽤を御検討ください。

たとえば授業の理解度の把握に利⽤

11

① 「アンケート」をクリック

④ 「新規に作成」をクリック

「授業アンケート」
をクリック

②

③ アンケートを実施する
科⽬を選択

12



➄ アンケートの概要を作成します

アンケートのタイトル、⾒出し、
提出期間を⼊⼒してください

匿名アンケートか
実名アンケートかが選択できます

回答端末に「携帯」を選択した場合は
ＰＣでも回答できます

アンケートに付属参考資料を
添付することもできます

➅

「登録する」をクリックすると授業アンケートメニューに移ります

13

授業アンケートの変更、削除、設問⼀覧の確認、設問作成、連絡通知、
回答状況の確認、集計結果の作成を⾏う際には授業アンケートメ

ニューから該当のアンケートをクリックしてください。次⾴に⽰す
「授業アンケート詳細」の画⾯が表⽰されます。

「問題⼀覧を⾒る」の画⾯で「項⽬
を作成」をクリックすると、「設問
作成」の画⾯に移ります。設問項⽬
名、設問⽂、回答形式、項⽬内容等
について設定してください。左図は
回答形式に「フリーテキスト」を選
んだ場合の設定画⾯です。最後に画
⾯下部の「登録する」（左図では⾒
切れています）をクリックすると設
問が追加されます。

⑧

※作成したアンケート内容は、別のアンケートへの再利⽤も可能です。
その他、授業アンケートに関わる操作で不明な点等があれば、教務課教
務情報までお問い合わせください。 14

「授業アンケート詳細」画⾯の例

集計結果の作成はここをクリック

⑦

設問の作成、設問⼀覧の確認はここをクリック

●授業アンケートの各設問の修正は、授業アンケート詳細画⾯の「問題⼀覧を⾒
る」から⾏えます。また問題⼀覧の「プレビュー」を使うことで実際の回答画⾯
のレイアウトが確認できます。
●全ての設問の作成が終わった段階で、授業アンケート詳細画⾯の「連絡通知作
成」をクリックし、学⽣に授業アンケートについて連絡してください。連絡通知
が⾏われないと、学⽣は授業アンケートに回答できませんので、ご注意ください。



小テスト

●LCではWeb上で⼩テストを⾏うことができます。⾃動採
点も可能です。採点と採点結果のフィードバックに要する
時間を⼤きく短縮することが期待できます。

●設問は選択式や⾃由記述式など⾃由に組み合わせて作成
することができます。

●問題ごとに模範解答と配点、解説を登録することができ
ます。また、模範解答と配点の登録により、⾃動採点がで
きるようになります。

●授業の理解度の把握や、成績評価への活⽤など、幅広い
利⽤が考えられます。ぜひ活⽤を御検討ください。

⼩テストによる理解度確認

模範解答と⾃動採点 15

① 「⼩テスト」をクリック

ライブキャパス

③ 「新規に作成」をクリック

②
課題を課す科⽬を選択

16



➄ ⼩テストの概要を作成します

アンケートのタイトル、⾒出し、
提出期間を⼊⼒してください

学⽣への採点結果公開時に
採点内容をどの程度公開するか

設定できます

回答端末に「携帯」を選択した場合は
ＰＣでも回答できます

⼩テストに付属参考資料を
添付することもできます

評価⽅法を選択してください

「登録する」をクリックすると⼩テストメニューに移ります

➅
⼩テストの変更、削除、問題作成、模範解答作成、連絡通知、採点を
⾏う際には⼩テストメニューから該当の⼩テストをクリックしてくだ

さい。次⾴に⽰す「⼩テスト詳細」の画⾯が表⽰されます。

17

「⼩テスト詳細」画⾯の例

模範解答作成は、ここをクリック

模範解答が設定されている場合、「⾃動採点」をクリックす
ると、⾃動採点対象となっている問題(設問)を模範解答と照

らし合わせて採点し、履修学⽣の採点結果を更新します

「登録する」（採点結果を公開せずに登録）と、「公開する」（採
点結果を履修学⽣に公開）のいずれかが選択できます。なお 「公開
する」のボタンは、提出有効期限を過ぎるまで表⽰されません。

⑦

問題の新規作成は、ここをクリック

「問題を新規に作成」をクリックすると、
「設問作成」の画⾯に移ります。設問項
⽬名、設問⽂、解答種別、項⽬内容等に
ついて設定してください。左図は解答種
別に「複数選択リスト」を選んだ場合の
設定画⾯です。最後に画⾯下部の「登録
する」（左図では⾒切れています）をク
リックすると設問が追加されます。

⑧

18



⑨

⼩テスト詳細画⾯の「模範解答作成」をクリックす
ると、「模範解答」の画⾯に移ります。模範解答、
⾃動採点対象とするかどうか、配点、解説について
設定してください。なお解答の正誤判断は、模範解
答と⼀致しているかどうかによって判断されます
（解答種別に「⽂字列」「ファイル添付」を選択し
た場合には⾃動採点の対象外となりますので、ご注
意ください）。最後に画⾯下部の「登録する」（左
図では⾒切れています）をクリックすると模範解答
が作成されます。

※作成した⼩テスト内容は、別の⼩テストへの再利⽤も可能で
す。その他、⼩テスト機能に関わる操作で不明な点等があれば、
教務課教務情報までお問い合わせください。

●⼩テストの各設問の修正は、⼩テスト詳細画⾯の「問題⼀覧を⾒
る」から⾏えます。また問題⼀覧の「プレビュー」を使うことで実際
の回答画⾯のレイアウトが確認できます。模範解答を修正する場合は、
⼩テスト詳細画⾯の「模範解答作成」をクリックしてください。

●全ての設問、模範解答の作成が終わった段階で、⼩テスト詳細画⾯
の「連絡通知作成」をクリックし、学⽣に⼩テストについて連絡して
ください。連絡通知が⾏われないと、学⽣は⼩テストに回答できませ
んので、ご注意ください。

●⼩テスト機能で作成した全課題の提出状況、採点結果は、⼩テスト
メニューの「提出状況を確認」をクリックすると確認できます。
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レポート

●レポート等の提出物管理を、LC上で⾏うことができます。
実施した全ての課題の提出状況を⼀覧で確認できるので、
提出物の管理が容易です。

●LCでレポート課題を作成すると、履修学⽣に対してレ
ポート提出を促す連絡通知がなされます。未提出の履修学
⽣に対して、レポート催促通知を⾏うこともできます。

●提出されたレポートの採点もLC上で⾏うことが可能です。
採点結果については公開・⾮公開が選択できます。公開す
る場合、履修学⽣が確認できるのは、⾃分⾃⾝の採点結果
だけです。

提出物の⼀元管理

選べる３つの採点⽅法
レポート毎に採点⽅法を、
「○×形式」「点数形式」
「評価登録形式」から選択
することができます。

「○×形式」 「点数形式」 「評価形式」

LCを使って実施したすべてのレポート等の課題について、提出
状況、採点結果を⼀括で確認することができます。

20



① 「レポート」をクリック

③ 「新規に作成」をクリック

②
課題を課す科⽬を選択

21

➄

最後に「登録する」をクリックすると
レポート課題が登録されます

レポート課題の変更、削除、提出物の確認、催促通知、採点を
⾏う際にはレポートメニューから該当の資料をクリックしてく
ださい。次⾴に⽰す「レポート詳細」の画⾯が表⽰されます。

④
課題の説明や提出有効

期間を設定してください

評価⽅法を選択してください

連絡⽇時を選択してください。また
通知⽅法でメールにチェックを⼊れ
ると、履修学⽣のLC登録メールに

も連絡が転送されます。

伝達事項を加えたり、付属参考資料
を添付することもできます

22



⑦
レポート機能で作成した全課題の提出状況、採点結果は、レポート
メニューの「提出状況を確認」をクリックすると確認できます。

※その他、レポート機能に関わる操作で不明な点等があれば、
教務課教務情報までお問い合わせください。

「レポート詳細」画⾯の例

催促通知は、ここをクリック

採点結果
の⼊⼒

提出物をダウンロード

➅

23

「登録する」（採点結果を公開せずに登録）と、「登
録／公開する」（採点結果を履修学⽣に公開）のいず
れかが選択できます。なお 「登録／公開する」のボタ
ンは、提出有効期限を過ぎるまで表⽰されません。
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「貸出予約簿」はここ!

ノートPC

プロジェクタ

クリッカー

OHC

あらかじめ
「貸出予約簿」に

利⽤⽇時を記⼊して
ご利⽤ください

貸出予約簿

25

受講者からの試験・アンケートの回答を、授業中にリアル
タイムに確認することができるツールです。現在、教務課
で２セット準備されています。

教員の質問に対する学⽣の回答結果
は、リアルタイムでスライド上にグラ

フ表⽰されます。学⽣はレスポンス
カードの番号ボタンを押すことで、匿名

性を保ったまま質問に回答することができ
ます。その場で項⽬ごとの回答者の割合を

共有できるので、学⽣の参加意識がより⾼い
授業を⾏うことが可能となります。

資料はパワーポイントで簡単に作成できます。
１セットで約100⼈まで同時に利⽤できるので、
受講者が多い授業で意識調査を⾏う時等、利⽤⽅法

は多種多様です。

クリッカーは
ここがすごい

授業中に学⽣からいち早くテス
トやアンケートの回答を得たい
事がありませんか。そんな
時、役⽴つのがクリッカ
ーです。これは、学⽣
に答えを求めるボタ
ン付きのカードを
渡し、アンケート、
質問等をして瞬
時に選択式の
答えを得ら
れるもの
です。

クリッカーとは

26



③授業中・・

学⽣⼀⼈ひとりにリモコンを
配布し、事前に作成した問題に
回答させることができます。

先⽣⽤リモコンを使うことで
簡易にClickerを操作することが
できます。

①インストール ②問題作成

各セットに付属しているＣＤか
らClickerをインストールします。
インストール時には簡易なマニュ
アルもありますので、⼼配はあり
ません。

Microsoft社のPowerPointで
授業の前に問題を作成します。
問題作成については、付属のマ
ニュアルを参考にしてください。

PowerPointで
作成可能!!

27
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Clickerを使った授業の実践例

①学生は教科書で予習をしてくる
②授業ではスライドで予習に関連する問題を提示
③問題に対しては授業中にClickerで答えさせる
④答えが分かれる問題がでたら隣同士でディスカッション

（自分が選んだ答えについて、選んだ理由を説明しあう）
⑤その後、再度同じ問題を出して、またClickerで答えさせる

※Clickerの利用は学生の集中力や参加意識の持続に貢献する。
また匿名性を担保したうえで回答できるので素直に答えやすい。

そのうえで意見の分かれる結果が表示されると、答えが分かれた
理由について、疑問が喚起されやすい。ディスカッションによる協
同学習を促すうえでも、恰好の題材となる。

（参考）溝上慎一2013「何をもってディープラーニングとなるのか？」
河合塾編著『「深い学び」につながるアクティブラーニング』東信堂

スライドでの問題提⽰の例



OHC(Over Head Camera)とは印刷物をプロジェク
ターに投影したい場合に使⽤する機械です。
現在、教務課で３セット準備されています。

きい教室で印
刷物・⽴体物
を履修者に⼤
きく⾒せたい。

コピーできない資料を、
画⾯に映したい。資料に
書き込みをしながら説明
をしたい。⼿書きのメモ
を⾒せたい。

OHCとは

こんなときは
OHC︕

業中に、⼿書
きのメモや、
教科書のある
ページだけを

プロジェクターに映した
い時はありませんか。そ
んな時に使えるのが、
OHCです。機器⾃体に、
プロジェクターをつなげ
ることができ、カメラの
リアルタイムの映像を映
すことができます。

授

⼤
29

作が簡単な
ので、すぐ
に使うこと

ができます。配布が
できない資料や実際
に資料に書き⾜しな
がらの説明時に役⽴
ちます。

操作は簡単

実際に使ってみる

属のケーブルで、
OHCとＴＶ(もしく
はＰＣ)とつなぎま

す。拡⼤や縮⼩、映像の停
⽌やミラー反転等も機器ボ
タンで操作可能です。

操

付

書き⾜しながら
説明もできる!! 
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プロジェクタ
習室や⼩さい部屋
などでPCや映像等を
放映する場合にご利
⽤ください。演

ノートPC
ワーポイントをスクリーン
に映したり、DVDを放映す
る際にも利⽤できます。
Windows7と８の両⽅を準

備しています。Windows8ではブルー
レイの再⽣が可能です。

パ

ビデオカメラ
ミでの発表や模擬授業、
フィールドワークの際
にご利⽤ください。そ
の他、授業 の振り返り

にも応⽤できます。

ゼ
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体的学修の必要性について、中央教育審議会の「質的転換答
申」にて、「⽣涯に亘って学び続ける⼒、主体的に考える⼒を
持った⼈材は、学⽣からみて受動的な教育の場では育成するこ

とができない、従来のような知識の伝達・注⼊を中⼼とした授業から、
教員と学⽣が意思疎通を測りつつ、⼀緒になって切磋琢磨し、相互に刺
激を与えながら知的に成⻑する場を創り、学⽣が、主体的に問題を発⾒
し解を⾒いだしていく能動的学修(アクティブラーニング)への転換が必要
である」と指摘しています。

ICT
活⽤例
①

ICT
活⽤例

主体的な学修

能動的学修の⽀援として

三章では、⼤学教育におけるICT活⽤の最近の動向として、
「遠隔授業」「反転授業」「ＭＯＯＣ」の三つを紹介いたし
ます。これらは、知識の伝達・注⼊をWeb上で可能とする点

が共通しています。
これからの⼤学教育
では、これらICTを
⽤いた知識伝達と、
対⾯式の授業におけ
る能動的な学修を上
⼿く組み合わせてい
くことが、今まで以
上に重要になると予
想されます。ここに
紹介する各事例が、
これからの授業のあり⽅を考える⼀つの材料となれば幸いです。

主

第
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技術の発達に伴い、従来
の対⾯授業をネット環境
を⽤いて⾏うことができ

るようになりました。特に演習等少⼈
数で⾏う授業で活⽤が期待できます。
遠⽅の学⽣の通学時間短縮や出張先で
の授業の実施、場所と距離に影響され
ずに授業ができ、効率的な指導が⾏え
ます。

ICT
活⽤例
①

IT

ICT
活⽤例

遠隔授業とは

⾊々な可能性
近では、ＴＶやWebなどでもニュースとして取り上げら
れ、特に3.11以降は、被災地と他県の⼩中学校間の 交流
授業で利⽤されるケースも多く、各⽅⾯から関⼼を集めま

した。また、2015年度からは⾼校でも遠隔授業が解禁され、授業形
態の⼀形態として定着するかも
しれません。学⽣だけでは
なく、より時間的制約が厳しい
社会⼈向けの「Webセミナー」
の開催も増え、それと合わせて
受講者のタイミングで講義を聴
講できる「ストリーミング配信」
も⾏われ始めています。

最
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やスマートフォンを利⽤して、授業の基本内容を映像コ
ンテンツで予習してから対⾯授業に臨む学習法です。い
つでもどこでも⾃分の都合の良い時に視聴可能なので、

効率的な学習ができます。反転授業は伝統的な授業スタイルからの脱
却を提案するもので「教室で講義、知識を伝達→家で復習、知識を定
着」という⼀⻫授業から、「家で動画による講義を受け、知識を習得
→教室では学んだことをもとに議論、発展的な課題に取り組む」と順
序が“逆”になり、「家で講義を受けること」が「宿題」になります。
そのため、授業以外の学習・実質的学習時間を増⼤させることが期待
できます。

ICT
活⽤例
①

PC

ICT
活⽤例

反転授業

従来の予習となにが違うのか︖

来
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MOOCとは
MOOCとは「⼤規模な開かれたオンライン学科」を意味する英語

「Massive Open Online Courses」の略です。インターネットを使って受
講することができる⼤規模な講義のことです。

オンラインで、基本的に無料で講義を受けることが可能で、インター
ネット環境さえあれば、誰でも⼤学の講義を受けることができます。講義
内容も、物理や化学、純粋数学といったアカデミックなものから、コン
ピューターや⾳楽、美術といった⾝近なものまで多岐に渡っています。

MOOCは世界規模
MOOCは、世界の⼤学で流⾏となっており、スタンフォード⼤学やハー

バード⼤学などの超⼀流⼤学をはじめ、世界中の⼤学の講義が次々と公開さ
れています。MOOCの代表的なものには、スタンフォード⼤学の教授らが創
⽴した「Coursera」、マサチューセッツ⼯科⼤学とハーバード⼤学による
「edX」、スタンフォード⼤学の元教授らが⽴ち上げた「UDACITY」、な
どが挙げられます。

特に2013年、東京⼤学は2⽉にCourseraへの参加、京都⼤学は5⽉にedX
への参加を発表したため、⽇本でもMOOCの認知度が⼀気に⾼まりました。
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⽇本では

本でもMOOCの流れが起こりつつあり、2012年1⽉に「schoo」、
2014年4⽉に「gacco」が開校しています。

schoo gacco

教育を⼀歩前へ
在では、まだ主要ないくつかの⼤学が参加している程度ですが、
今後、地⽅の⼤学でも、このような講義形態は普及する可能性
が⾼まってきています。

福島⼤学では、東⽇本⼤震災で得た教訓をオンライン教育で発信したり、
地域密着型の本学ならではの授業を、世界に向けて発信できる可能性を秘
めています。

他⼤学の講義の様⼦を、本学の授業時間内に活⽤する道も開かれるかも
しれません。

⽇

現
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ふくしまの未来を拓く「強い人材」づくり共同教育プログラム－「開かれた内部質保証システム」のモデル開発事業

講師：弘前大学２１世紀教育センター 田中正弘先生

場所：事務局棟第４会議室

日時：2月20日（金）15：30～17：15
・第1部：15：30～16：30－講演
・第2部：16：30～17：15－座談会
◆第1部のみの参加もＯＫです！

学修成果把握のためのルーブリック勉強会

課題発見能力とか発表・討論の能力って、どうやって評価するの？

このような評価の難しい学びの成果を確認する方法として、“ルーブリック”と呼ばれる成績
評価・自己評価の枠組みを取りいれる大学が増えております。このたび、「ふくしまの未来を
拓く「強い人材」づくり共同教育プログラム」では、大学生の初年次ゼミや体験学習の評価基
準の試案をつくるにあたり、先行してルーブリックの作成を進めてきた弘前大学の田中正弘
先生をお招きして、勉強会を開催することといたしました。大学の授業でのルーブリックの作
り方、使い方、あるいは課題発見能力や発表・討論能力等の修得や評価に関心のある教
員・職員・学生の皆様、ぜひ、ご参加ください！

《申し込み＆お問い合わせ》

総合教育研究センター
高等教育開発部門

Tell：024‐548‐5243（内線3497）
Mail：h040@ipc.fukushima‐u.ac.jp

（※当日参加もお待ちしております。）

第63回東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会発表資料より

４ ３ ２ １ ０

１）自主的な学習
態度を獲得するこ
と

授業内容や、関連する
新たな知識や技能に
対して興味・関心を持
ち、常に自主的に学ぶ
ことができる。

授業内容に対して興
味・関心を持ち、常に
自主的に学ぶことがで
きる。

授業内容に対して興
味・関心を持ち、時々
自主的に学ぶことがで
きる。

授業内容に対して興
味・関心を持つものの、
あまり自主的に学ぶこ
とができない。

自主的に学ぶことが全
くできない。

２）課題発見能力
を高めること

重要度の高い新たな
課題を発見し、その課
題解決のために、具体
的な作業計画を立て、
かつ実行できる。

新たな課題を発見し、
その課題解決のため
に、具体的な作業計画
を立て、かつ実行でき
る。

新たな課題を発見し、
その課題解決のため
に、具体的な作業計画
を立てられるが、実行
できない。

新たな課題を発見でき
るが、その課題解決の
ために、具体的な作業
計画を立てることがで
きない。

新たな課題を発見でき
ない。

３）資料（情報）の
検索・収集・整理に
関する基本的な技
能を習得すること

必要かつ信用できる
情報を適切な方法で
収集し、多くの人が活
用しやすい内容に整
理できる。

必要かつ信用できる
情報を適切な方法で
収集し、自分が活用し
やすい内容に整理で
きる。

必要かつ信用できる
情報を適切な方法で
収集できるが、活用し
やすい内容に整理で
きない。

必要な情報を適切な
方法で収集できるが、
信用できない内容も含
まれている。

必要な情報を適切な
方法で収集できない。

４）基本的な文章
構成力・発表能
力・討論能力など
を獲得すること

自らの考えをレポート
や口頭発表で正確に、
かつ分かりやすく説明
でき、批判に対して反
論もできる。

自らの考えをレポート
や口頭発表で正確に、
かつ分かりやすく説明
できるが、批判に対し
て反論できない。

自らの考えをレポート
や口頭発表で正確に
説明できるが、分かり
にくい点が多い。

自らの考えをレポート
や口頭発表で説明で
きるが、不正確な内容
が多い。

自らの考えをレポート
や口頭発表で説明で
きない。

５）学生と担当教員、
および学生相互に
おけるコミュニケー
ションの場を作りだ
すこと

他の人の意見を聞き、
その内容を理解した上
で、積極的に自らの意
見を述べ、建設的な議
論を構築できる。

他の人の意見を聞き、
その内容を理解した上
で、積極的に自らの意
見を述べられるが、建
設的な議論を構築でき
ない。

他の人の意見を聞き、
その内容を理解できる
が、積極的に自らの意
見を述べられない。

他の人の意見を聞き、
その内容を理解できる
が、自らの意見を述べ
られない。

他の人の意見を聞くこ
とができない。

６）安全で健康的
な学生生活を送る
ための基礎知識を
習得すること

社会のルールやマ
ナーを理解し、遵守し
た上で、規則的な生活
習慣を継続的に実施し、
自らが模範となれる。

社会のルールやマ
ナーを理解し、遵守し
た上で、規則的な生活
習慣を継続的に実施
できる。

社会のルールやマ
ナーを理解し、遵守し
た上で、規則的な生活
習慣を断続的ながら実
施できる。

社会のルールやマ
ナーを理解し、遵守す
るものの、規則的な生
活習慣を実施できない。

社会のルールやマ
ナーを守らない。

・弘前大学の基礎ゼミナールにおけるルーブリック（叩き台）
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田中正弘（弘前大学）

弘前大学におけるルーブリック作成と活用
䇷䜰クテ䜱ブ・ラーニング⛉┠での試み䇷

⚟ᓥ大学ルーブリック勉強会
2015年2月20日（金）

┠次

�ルーブリックᑟධの⤒⦋

�䝟䝣䜷ーマンス評価

�ルーブリックの見┤し

�成績評価の課題とᶆ準

�まとめ

ルーブリックᑟධの⤒⦋

ルーブリックᑟධの⤒⦋（１）

�弘前大学では䠈2008年度に᥇ᢥされた≉ู⤒㈝

「テ䜱ー䝏ング・ポート䝣䜷リ䜸を活用したFD活ື」の

୍⎔として䠈テ䜱ー䝏ング・ポート䝣䜷リ䜸だけでなく䠈

ラーニング・ポート䝣䜷リ䜸の活用も䠈ᅵ持䝀ーリー

法୍先生を中心に䠈全学的に᥎進してきた。

�ただし䠈テ䜱ー䝏ング・ポート䝣䜷リ䜸が教育⪅総ぴ

として全学で必㡲の取組䜈と発ᒎしたのに対して䠈

ラーニング・ポート䝣䜷リ䜸のᬑཬは進まなかった。

ルーブリックᑟධの⤒⦋（２）

� （༢なる講⩏䝯モではない）本᱁的なラーニング・

ポート䝣䜷リ䜸をᑟධする上で䠈つの教育ᨵ㠉が

必要だと認識されるようになった。

�学生が能ື的に学修に取り組䜐䠈䜰クテ䜱ブ・ラーニング

䜈の㌿

�ポート䝣䜷リ䜸には䠈学生の自己┬ᐹがḞかせないため。

�成績評価方法のᨵ㠉

�学生が適切に自己┬ᐹできるように䠈ルーブリックの開発用が

必要なため

基礎ゼミナールでの試行

�弘前大学の初年次教育⛉┠「基礎ゼミナール」は䠈

ᑡ人ᩘゼミᙧᘧの全学必修⛉┠であり䠈䜰クテ䜱ブ・

ラーニング䜈の㌿が容᫆な⛉┠であった。

�そこで䠈ルーブリックを用いて䠈⛉┠の㐩成┠ᶆの

฿㐩度を適ᐅ䠈自己┬ᐹさせる試みを実施した。

�自己┬ᐹのための学修䝒ールとして䠈「学修ポート

䝣䜷リ䜸」を試行的にᑟධした。

� ᖹ成25年度にポート䝣䜷リ䜸の試行開ጞ

� ᖹ成27年度に基礎ゼミ全体のᨵ㠉試行

� ᖹ成28年度からᨵ㠉∧の全学本᱁実施
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